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に
適
し
た
馬
鈴
薯
用
の
高
濃
度
で
少
量
で

の
散
布
が
可
能
な
登
録
農
薬
は
23
種
。
上

述
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤
（
ベ
ン
チ

ア
バ
リ
カ
ル
ブ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
・
Ｔ
Ｐ
Ｎ

水
和
剤
）
も
登
録
さ
れ
た
ば
か
り
だ
。

飛
行
前
後
の
準
備
、 

片
付
け
時
間
も
考
慮

見
学
会
で
は
、
飛
行
開
始
か
ら
11
ａ
の

圃
場
を
１
往
復
で
防
除
す
る
の
に
５
分
も

か
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ッ
テ
リ

ー
を
充
電
し
た
後
、
飛
行
開
始
ま
で
に
か

か
る
時
間
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
車

へ
の
積
み
下
ろ
し
、農
薬
の
計
量
と
混
合
、

希
釈
、
さ
ら
に
吐
出
量
の
試
験
を
し
て
飛

行
が
開
始
で
き
る
ま
で
に
は
約
15
分
を
要

す
る
。
車
か
ら
飛
行
位
置
ま
で
の
運
搬
に

関
し
て
は
比
較
的
容
易
に
見
え
た
。
ア
ー

ム
を
折
り
た
た
ま
ず
、
そ
の
ま
ま
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
に
搭
載
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
吐
出
量
の
試
験
と
は
、
両

側
ノ
ズ
ル
の
下
に
計
量
カ
ッ
プ
を
置
い
て

30
秒
間
吐
出
さ
せ
、
溜
ま
っ
た
量
か
ら
１

分
間
の
吐
出
量
を
計
算
す
る
。
そ
し
て
、

圃
場
面
積
に
対
す
る
散
布
量
に
合
わ
せ
、

飛
行
速
度
と
吐
出
量
を
決
定
す
る
。
今
回

は
、
散
布
幅
４
m
、
時
速
12
㎞
、
吐
出
量

は
１
３
９
０
㎖
／
分
で
飛
行
し
、
10
ａ
当

た
り
３
・
２
ℓ
散
布
し
た
。
水
稲
の
場
合

は
一
つ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
１
ha
の
作
業
が

可
能
だ
が
、
圃
場
が
複
数
あ
る
場
合
、
単

純
に
10
ａ
圃
場
を
10
枚
作
業
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
馬
鈴
薯
の

無
人
航
空
機
用
薬
剤
の
場
合
は
、
10
ａ
当

た
り
３
・
２
ℓ
の
散
布
が
基
本
と
な
る
た

め
、
一
つ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
作
業
可
能
な

面
積
は
、
水
稲
の
約
４
分
の
１
程
度
と
の

こ
と
だ
。
充
電
に
約
１
時
間
半
を
要
す
る

た
め
、
連
続
で
作
業
し
た
い
場
合
に
は
圃

場
面
積
や
圃
場
数
に
応
じ
て
複
数
セ
ッ
ト

の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
持
参
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
積
載
重
量
が
軽
減
、
つ
ま
り

高
濃
度
、
少
量
で
散
布
可
能
な
ド
ロ
ー
ン

に
適
し
た
農
薬
の
拡
大
や
吐
出
量
の
増
加

に
よ
り
、
一
つ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
作
業
で

き
る
面
積
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

産
地
を
維
持
す
る
た
め
の 

作
業
負
担
軽
減
に
一
役

三
方
原
馬
鈴
薯
は
、
高
齢
化
が
進
む
中

で
産
地
と
し
て
出
荷
量
を
維
持
す
る
に

は
、
離
農
者
の
面
積
分
を
他
の
生
産
者
の

作
付
面
積
拡
大
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
生
産
者
の
作
業
負
担
の

軽
減
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
だ
。一
方
で
、

浜
松
市
の
馬
鈴
薯
圃
場
は
住
宅
地
や
道
路

に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド
リ
フ
ト

の
問
題
や
住

民
か
ら
理
解

を
得
な
が
ら

普
及
さ
せ
て

い
く
こ
と
も

必
要
に
な
る
。

（
紀
平
真
理
子
）

静
岡
県
磐
田
市
に
本
社
を
置
く
ヤ
マ
ハ

発
動
機
㈱
は
、
昨
年
か
ら
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜

松
、
県
西
部
農
林
事
務
所
と
共
同
で
、
同

社
が
開
発
・
製
造
し
た
産
業
用
マ
ル
チ
ロ

ー
タ
ー
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
用
い
、
三
方
原

馬
鈴
薯
の
産
地
で
あ
る
浜
松
市
で
空
中
散

布
に
よ
る
作
業
の
省
力
化
を
図
る
実
証
試

験
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
は
定
植
後

74
、
88
、
99
日
後
に
３
回
防
除
し
た
が
、

ド
ロ
ー
ン
の
使
用
前
に
疫
病
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
防
除
に
関
す
る

作
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
一
般
的

で
あ
る
地
上
散
布
に
比
べ
半
分
以
下
の
結

果
と
な
っ
た
。

ド
ロ
ー
ン
で 

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、疫
病
対
策

昨
年
の
反
省
を
生
か
し
て
今
年
は
合
計

５
回
防
除
す
る
。
２
月
上
旬
に
定
植
し
、

４
回
目
の
防
除
で
迎
え
た
見
学
会
は
、
住

宅
地
に
隣
接
し
た
11
ａ
の
馬
鈴
薯
圃
場
で

行
な
わ
れ
た
。
使
用
し
た
の
は
８
ℓ
積
載

可
能
な
Ｙ
Ｍ
Ｒ

－

08
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
対

策
の
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
顆
粒
水
和
剤
（
希
釈

倍
率
１
６
０
倍
）
と
疫
病
対
策
の
プ
ロ
ポ

ー
ズ
顆
粒
水
和
剤
（
希
釈
倍
率
32
倍
）
が

散
布
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
無
人
航
空
機
に

よ
る
散
布
で
登
録
済
み
で
あ
り
、
地
上
散

布
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
同
地
で
は
６
、
７
月

に
発
生
す
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
対
策
も
必
須

で
あ
る
。
今
年
５
月
時
点
で
、
ド
ロ
ー
ン

▲

5月25日
　（静岡県浜松市）

三方原馬鈴薯の
ドローンによる実証散布
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実証試験見学会

写真のとおり、住宅地に隣接
して圃場がある。YMR-08 は
可搬性にも優れている。


